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『
中
庸
章
句
』
へ
の
道

|
|
第
一
章
第
一
節
を
例
に

i
i

朱
裏
の
図
書
注
釈
と
『
中
庸
章
句
』

本
稿
で
は
、
『
中
庸
』
第
一
章
第
一
節
「
天
命
之
調
性
、
率
性
之
謂

道
、
情
道
之
謂
教
」

(
1
)

を
例
に
、
『
中
庸
章
句
』
成
立
ま
で
の
道
筋

を
、
朱
憲
の
思
考
の
展
開
に
可
能
な
限
り
即
し
な
が
ら
、
遡
及
的
に
た

ど
り
直
す
こ
と
を
試
み
て
み
た
い
。
『
中
庸
章
句
』
と
し
て
最
終
的
に

確
定
さ
れ
た
、
朱
憲
の
『
中
庸
』
解
釈
は
、
ど
の
よ
う
な
選
択
と
排
除

の
操
作
の
結
果
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
特
徴
の
一
端
を
、
具
体
的
に
検

証
し
て
み
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『
中
庸
章
句
』
の
成
立
の
過
程
を
追
跡
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
そ
の

途
中
経
過
が
、
弟
子
と
の
問
答
を
通
じ
て
生
き
生
き
と
記
録
さ
れ
て
い

る
と
い
う
点
で
、
『
朱
子
語
類
』
は
重
要
な
資
料
と
な
る
。
た
だ
し
、

そ
の
過
程
を
よ
り
直
接
的
に
検
証
す
る
た
め
の
資
料
と
な
る
の
は
、
や

は
り
、
朱
憲
が
直
接
に
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
い
る
、
『
中
出
席
或
問
』

で
あ
り
、
『
中
庸
輯
略
』
で
あ
る
。
『
中
庸
輯
略
』
は
、
『
論
語
』
『
孟

子
』
注
解
の
場
合
の
『
論
孟
精
義
』
に
相
当
す
る
、
北
宋
諸
家
(
一
一
程

子
お
よ
び
そ
の
門
弟
を
中
心
と
す
る
)
の
所
説
の
資
料
集
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
朱
燕
六
十
歳
の
時
点
で
執
筆
さ
れ
た
「
中
庸
章
句
序
」

本

次

彦

間

は
、
そ
の
末
尾
の
部
分
に
至
っ
て
、
『
中
庸
章
句
』
と
『
中
庸
或
間
』
、

『
中
庸
輯
略
』
と
の
不
可
分
の
関
係
に
言
及
し
て
い
る
。
朱
官
需
の
述
べ

る
と
こ
ろ
を
追
っ
て
い
っ
て
み
よ
う
。

子
恩
の
『
中
庸
』
執
筆
を
通
じ
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
た
道
統
は
、
孟

子
以
降
に
長
期
間
と
だ
え
た
後
、
北
宋
の
二
程
子
に
よ
っ
て
再
び
見
い

だ
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ニ
程
子
の
『
中
庸
』
解
釈
は
、
そ
の
門
弟
た
ち

の
記
録
を
通
じ
て
し
か
残
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
記
録

は
、
解
釈
の
大
枠
(
大
義
)
を
提
示
す
る
だ
け
で
、
細
部
の
読
解
(
微

言
)
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
は
到
達
し
て
い
な
い
(
大
義
雄
明
、
而
微
言
未

析
)
。
ま
た
、
彼
ら
門
弟
た
ち
自
身
の
所
説
に
は
、
師
説
を
発
展
さ
せ

る
側
面
も
あ
る
一
方
で
、
師
説
を
歪
曲
す
る
傾
向
す
ら
す
で
に
見
ら
れ

て
い
た
。
つ
ま
り
、
二
程
子
の
『
中
庸
』
解
釈
は
、
そ
の
大
枠
し
か
明

ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
『
中
庸
』
細
部
の
読
解
に
関
し
て
は
、
と
き

に
、
師
説
か
ら
逸
脱
し
、
師
説
を
歪
曲
す
る
、
二
程
子
の
門
弟
た
ち
の

説
が
流
通
す
る
。
二
程
子
と
そ
の
門
弟
た
ち
に
遅
れ
て
生
ま
れ
た
朱
烹

が
直
面
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
不
利
な
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で

も
、
彼
は
、
ご
程
子
の
『
中
庸
』
解
釈
に
正
統
性
を
見
、
そ
れ
を
樫
感

し
よ
う
と
し
た
し
、
そ
の
よ
う
な
試
み
の
具
体
化
と
し
て
、
『
中
府
川
市
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句
』
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
歩
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の

か
。
朱
蒸
に
よ
れ
ば
、
こ
う
で
あ
る
。

解
釈
の
方
向
性
は
、
-
一
程
子
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

各
論
部
分
の
読
解
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
検
討
し
て
い
く
し
か
な
い
。

そ
こ
か
ら
、
長
期
に
わ
た
る
独
学
と
模
索
が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
あ

る
と
き
、
つ
い
に
転
換
点
が
訪
れ
る
。
『
中
庸
』
解
釈
の
「
要
領
」
が

見
い
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
一
旦
依
然
似
有
以
得
其
要
領
)
。
そ
の

「
要
領
」
を
基
礎
と
し
て
、
先
行
す
る
諸
説
を
参
照
し
、
そ
の
妥
当
性

を
検
討
し
た
結
果
、
執
筆
さ
れ
た
の
が
『
中
府
軍
句
』
で
あ
っ
た
(
然

後
乃
敢
曾
衆
説
而
折
其
中
、
既
爵
定
著
章
句
一
筒
)
。
し
か
し
、
『
中
庸

章
句
』
は
、
『
中
庸
』
解
釈
書
と
し
て
は
、
実
は
そ
れ
だ
け
で
は
完
結

し
な
い
。
朱
嘉
に
よ
れ
ば
、
『
中
庸
章
句
』
の
真
価
は
、
そ
れ
に
『
中

庸
或
問
』
と
『
中
庸
輯
略
』
が
組
み
合
わ
せ
ら
れ
た
と
き
に
発
揮
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
の
『
中
路
輯
略
』
は
、
北
宋
諸
家
(
二
程
子
お
よ
び
そ
の

門
弟
を
中
心
と
す
る
)
の
所
説
の
資
料
集
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
同
種

の
著
作
と
し
て
先
行
的
に
編
集
さ
れ
た
『
中
庸
集
解
』
を
再
編
集
し
た

も
の
で
あ
る
。
『
中
庸
集
解
』
は
、
朱
蕪
と
学
問
的
な
交
友
の
あ
っ
た

石
警
の
著
作
で
、
そ
の
完
成
に
際
し
て
、
朱
東
は
、
か
つ
て
序
文
を
寄

せ
、
そ
の
資
料
的
価
値
を
称
揚
し
て
も
い
た
(
「
中
庸
章
句
序
」
が
書

か
れ
る
十
六
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
「
中
庸
集
解
序
」
(
『
朱
憲
集
』
巻

七
十
五
)
)
。
朱
窯
の
門
弟
有
志
(
一
二
同
志
)
は
、
『
中
府
章
句
』
の

執
筆
に
並
行
し
て
、
そ
の
付
録
と
し
て
、
『
中
庸
集
解
』
の
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
と
し
て
の
『
中
庸
輯
略
』
を
新
た
に
編
集
し
た
の
で
あ
る
(
取

石
氏
書
、
剛
其
繁
鋭
、
名
以
輯
略
)
。
ま
た
、
彼
ら
は
、
も
う
一
つ
の

付
録
と
し
て
、
『
中
庸
』
各
草
田
内
容
お
よ
び
関
連
す
る
諸
説
に
対
す

る
朱
葉
町
検
討
の
記
録
を
、
問
答
形
式
の
『
中
庸
或
問
』
と
し
て
整
理

し
た
(
且
記
所
嘗
論
詩
取
合
之
意
、
別
潟
或
問
)
。
こ
れ
ら
『
中
庸
或

問
』
と
『
中
庸
輯
略
』
は
、
『
中
庸
章
句
』
の
単
な
る
付
録
で
は
な
い
。

『
中
庸
或
問
』
と
『
中
庸
輯
略
』
は
、
『
中
庸
章
句
』
と
組
み
合
わ
さ
れ

た
と
き
に
、
次
の
よ
う
な
相
乗
効
果
を
も
た
ら
す
は
ず
だ
か
ら
で
あ

る
。
『
中
庸
』
の
趣
旨
(
此
書
之
旨
)
は
、
そ
の
細
部
に
至
る
ま
で
明

快
に
な
り
、
ま
た
、
そ
こ
に
は
全
体
的
な
脈
絡
が
貫
か
れ
て
も
い
る
、

つ
ま
り
、
『
中
庸
』
の
内
容
面
で
の
「
詳
」
と
「
略
」
、
「
巨
」
と
「
制
」

は
も
れ
な
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
(
支
分
節
解
、
脈
絡
貫

通
、
詳
略
相
園
、
百
細
畢
奉
)
。
さ
ら
に
は
、
「
諸
説
の
同
異
得
失
」
に

つ
い
て
も
、
各
説
の
趣
意
が
す
み
ず
み
ま
で
解
明
さ
れ
て
い
く
の
で
あ

る
(
凡
諸
説
之
同
異
得
失
、
亦
得
以
曲
暢
芳
通
、
而
各
極
其
趣
)
。

「
中
庸
章
句
序
」
が
こ
こ
に
明
言
し
て
い
る
の
は
、
『
中
庸
章
句
』

は
、
『
中
庸
或
問
』
と
『
中
庸
輯
略
』
の
両
書
が
同
時
に
存
在
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
完
成
度
が
担
保
さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
朱
菓
に
と
っ
て
、
図
書
注
釈
の
中
で
も
、
持
に
、
『
中

庸
』
に
対
す
る
注
釈
に
は
、
特
殊
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
四
書
中
の
、
他
の
注
釈
の
場
合
と
比
べ
れ
ば
、

そ
の
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
『
論
語
』
『
孟
子
』
注
釈
の
場
合
、
注
釈
の
決
定
版
で
あ

る
『
集
注
』
に
加
え
て
、
『
或
間
』
と
資
料
集
(
『
精
義
』
)
が
別
に
用

意
さ
れ
て
い
る
点
は
、
『
中
庸
』
注
釈
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
集

注
』
と
『
或
問
』
『
精
義
』
白
聞
に
、
『
中
庸
』
注
釈
に
お
け
る
よ
う

な
三
者
閣
の
緊
密
な
結
び
つ
き
は
想
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
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『
大
学
』
注
釈
に
際
し
て
は
、
『
或
問
』
は
作
成
さ
れ
た
も
の
の
、
北
宋

諸
家
の
所
説
の
資
料
集
は
必
要
と
は
き
れ
な
か
っ
た
(
旦
。
問
書
注
釈

の
中
で
の
、
『
中
席
』
注
釈
の
特
異
な
位
置
を
確
認
す
る
た
め
に
、
関

連
す
る
朱
窯
の
発
言
や
記
述
を
い
く
つ
か
参
照
し
て
み
よ
う
。

『
論
語
』
『
孟
子
』
注
釈
に
関
連
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
『
集
注
』
は
、

『
精
義
』
の
精
髄
で
あ
る
と
、
朱
烹
は
述
べ
て
い
る
(
集
注
乃
集
義
之

精
髄
。
〔
『
朱
子
語
類
』
巻
十
九
七
三
条
〕
な
お
、
『
集
義
』
は
『
精

義
』
の
別
名
で
あ
る
。
)
し
か
し
、
門
弟
た
ち
が
『
精
義
』
か
ら
読
み

始
め
る
こ
と
は
推
奨
さ
れ
な
い
。
理
解
が
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
時
間

が
か
か
り
す
ぎ
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
『
集
注
』

だ
け
で
す
ま
せ
て
し
ま
う
な
ら
、
そ
の
場
合
に
は
安
直
な
理
解
に
流
れ

て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
と
も
言
う
。
そ
こ
で
便
法
と
し
て
、
「
集
注
』

を
熟
読
し
て
か
ら
、
『
精
義
』
を
参
照
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
〔
同
巻
十
九
七
五
条
〕
。
精
選
さ
れ
た
資
料
集
と
し
て
の

『
精
義
』
は
、
そ
れ
が
『
集
注
』
の
基
礎
部
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
『
集
注
』
の
補
助
教
材
的
な
役
割
が
認
定
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
『
或
問
』
自
活
用
に
つ
い
て
は
、
朱
烹
は
否
定

的
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
ロ
『
集
注
』
は
、
い
っ
た
ん
完
成
さ
れ
た
後

も
、
た
え
ず
改
訂
さ
れ
続
け
た
。
そ
の
結
果
、
『
集
注
』
と
未
改
訂
の

ま
ま
放
置
さ
れ
た
『
或
問
』
と
申
間
町
組
踊
は
、
無
視
で
き
な
い
ほ
ど

に
大
き
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
〔
『
朱
烹
集
』
巻
六
十
二
「
答
張
元
徳
」

七
]
。
つ
ま
り
、
『
論
語
』
『
孟
子
』
注
釈
に
関
す
る
朱
蕪
の
到
達
点
を

理
解
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
『
集
注
』
と
『
精
義
』
で

あ
っ
て
、
『
或
問
』
は
そ
こ
に
は
合
ま
れ
な
い
。

『
大
学
』
注
釈
に
関
す
る
朱
蕪
の
発
言
か
ら
は
、
『
中
庸
』
注
釈
と
の

異
質
性
を
朱
裏
が
明
確
に
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
『
大

学
』
を
読
む
場
合
に
は
、
ま
ず
本
文
を
読
み
、
次
に
『
章
句
』
を
参
照

し
、
必
要
に
応
じ
て
、
さ
ら
に
『
或
間
』
を
参
照
す
れ
ば
い
い
と
、
朱

烹
は
述
べ
る
〔
『
朱
子
語
類
』
巻
十
四
四
八
条
〕
。
そ
の
意
味
で
、

『
或
問
』
は
「
注
脚
の
注
脚
」
〔
同
巻
十
四
|
四
七
条
〕
に
す
ぎ
な
い
。

本
文
、
『
章
句
』
(
注
脚
)
、
『
或
間
』
(
注
脚
の
注
脚
)
の
階
層
構
造
は

明
快
で
あ
る
。
『
中
庸
』
解
釈
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
折
に
、
朱
窯
は
、

こ
の
よ
う
な
階
層
構
造
を
念
頭
に
、
『
大
学
』
注
釈
と
の
相
違
点
を
述

べ
て
い
る
。
『
大
学
』
注
釈
に
際
し
て
は
、
本
文
に
は
っ
き
り
し
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
場
合
に
は
、
『
或
問
』
で
そ
れ
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
お

い
た
。
『
中
庸
』
注
釈
の
際
に
は
、
そ
の
作
業
は
『
章
句
』
で
行
な
わ

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
『
或
問
』
は
、
諸
家
の
必
ず
し
も
正
し
く

な
い
説
を
弁
別
す
る
こ
と
に
努
力
を
向
け
て
い
る
〔
同
巻
十
四
|
四
五

条
〕
。
『
大
学
』
注
釈
の
場
に
、
安
定
的
に
形
成
さ
れ
る
よ
う
な
階
層
構

造
は
、
『
中
庸
』
注
釈
に
際
し
て
は
維
持
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
先
行
す
る
諸
説
が
(
し
か
も
、
正
し
い
と
は
見
な
せ
な

い
諸
説
が
)
『
中
庸
』
の
場
合
に
は
多
く
存
在
し
、
『
大
学
』
の
場
合
に

は
ま
っ
た
く
な
い
も
同
然
だ
っ
た
と
い
う
条
刊
の
遠
い
に
起
因
す
る
も

の
で
あ
る
〔
同
巻
六
十
二
1
一-一三条〕。

『
中
庸
』
注
釈
の
枠
組
は
、
『
論
語
』
『
孟
子
』
注
釈
に
お
け
る
『
集

注
』
(
精
髄
)
、
『
精
義
』
(
基
礎
)
聞
の
二
層
モ
デ
ル
に
も
、
ま
た
、

『
大
学
』
注
釈
に
お
け
る
本
文
、
『
章
句
』
(
注
脚
)
、
『
或
問
』
(
注
脚
の

注
脚
)
閣
の
三
層
モ
デ
ル
に
も
該
当
し
な
い
。
『
中
庸
章
句
』
は
、
先

行
す
る
諸
説
に
対
す
る
検
討
の
記
録
で
あ
る
『
中
庸
或
問
』
や
、
先
行

す
る
諸
説
を
精
選
し
た
資
料
集
で
あ
る
『
中
尉
輯
略
』
を
必
ず
し
も
階
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層
化
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
『
中
賄
事
句
』
は
、
そ
れ
ら
両
曹
を
集
約

す
る
(
階
層
化
す
る
)
一
方
で
、
そ
れ
ら
と
併
存
し
、
そ
れ
ら
に
つ
ね

に
聞
か
れ
て
も
い
る
(
同
一
の
地
平
を
共
有
し
て
い
る
)
。
こ
の
両
国

性
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
完
成
度
を
担
保
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
中
庸
章
句
』
を
完
成

さ
れ
た
注
釈
書
と
し
て
見
る
な
ら
、
そ
の
と
き
に
は
、
そ
れ
は
、
『
中

庸
輯
略
』
や
『
中
庸
或
問
』
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の
上
位
に
位
置
し
て

い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
他
方
で
、
『
中
庸
章
句
』
の
完
成
度
を
担
保

し
て
い
る
の
は
、
『
中
庸
章
句
』
を
、
『
中
庸
輯
略
』
と
『
中
庸
或
問
』

の
方
へ
と
回
送
し
続
け
る
回
路
が
作
動
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ

る
。
そ
の
点
に
注
目
す
る
な
ら
、
『
中
庸
章
句
』
は
、
両
書
に
対
し
て

安
定
的
な
主
位
者
で
あ
り
統
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
れ
は
つ
ね

に
未
完
の
状
態
に
と
ど
ま
り
続
け
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
『
中
庸
』
注
釈
の
場
で
は
、
『
中
庸
』
に
提
示
さ
れ
て
い
る
は

ず
の
真
理
に
接
近
し
て
い
く
た
め
に
、
先
行
す
る
所
説
を
召
喚
し
て
、

そ
れ
ら
と
緊
密
に
対
崎
し
、
対
話
し
続
け
る
こ
と
が
課
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
四
書
の
他
の
注
釈
か
ら
、
『
中
庸
』
注
釈
が
区
別
さ
れ
る
の
は
、

こ
の
特
徴
に
よ
っ
て
な
の
で
あ
る
。

朱
育
問
の
四
書
注
釈
に
お
い
て
は
、
対
象
と
な
る
テ
キ
ス
ト
の
個
性
に

応
じ
て
、
選
択
さ
れ
る
方
法
論
に
少
な
か
ら
ぬ
差
異
が
あ
る
と
い
う
こ

と
は
意
識
さ
れ
て
も
、
『
中
庸
』
注
釈
の
以
上
の
よ
う
な
特
性
に
つ
い

て
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
目
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
由
意
味
で
、
『
中
庸
』
第
一
章
第
一
節
を
対
象
に
す
る
だ

け
と
は
い
え
、
現
行
の
『
中
庸
章
句
』
が
成
立
す
る
ま
で
の
道
筋
を
、

朱
憲
の
思
考
の
展
開
に
可
能
な
限
り
即
し
な
が
ら
、
遡
及
的
に
た
ど
り

直
す
と
い
う
本
稿
の
試
み
に
は
一
定
自
意
義
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

『
中
庸
或
問
』
第
一
章
第
一
節
の
論
点

そ
れ
で
は
、
現
行
の
『
中
庸
章
句
』
が
成
立
す
る
ま
で
の
道
筋
を
遡

及
的
に
た
ど
り
直
す
た
め
に
、
ま
ず
何
を
す
れ
ば
い
い
か
。
朱
憲
の
思

考
の
展
開
に
即
し
て
、
『
中
庸
』
注
釈
が
確
定
さ
れ
て
い
く
過
程
を
跡

づ
け
よ
う
と
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
な
す
べ
き
こ
と
は
、
は
っ
き
り

し
て
い
る
。
第
一
に
、
最
終
到
達
点
で
あ
る
『
中
庸
章
句
』
の
記
述

と
、
そ
の
た
め
の
予
備
作
業
を
備
忘
的
に
記
録
し
た
『
中
腐
或
間
』
の

記
述
を
対
照
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
『
中
庸
或
問
』
に
お
い
て

な
さ
れ
る
先
行
所
説
の
検
討
の
際
に
、
『
中
庸
輯
略
』
に
収
録
さ
れ
た

諸
説
が
ど
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
、
評
価
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
作
業
は
、
い
ず
れ
も
『
中
庸
或
悶
』
を
主
た

る
対
象
に
し
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
両
面
に

わ
た
る
。
注
釈
書
と
し
て
の
形
式
に
拘
束
さ
れ
る
た
め
、
字
数
に
一
定

の
制
約
の
あ
る
『
中
庸
章
句
』
に
対
し
、
『
中
庸
或
間
』
の
方
が
情
報

量
に
ま
さ
る
と
い
う
の
が
一
つ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
中
庸
或
問
』
が
、

資
料
集
で
あ
る
『
中
庸
輯
略
』
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ら
資
料
の
価
値
を

選
別
す
べ
く
主
導
的
に
関
与
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
加
わ
る
。
『
中

庸
或
間
』
は
、
『
中
庸
章
句
』
『
中
庸
輯
略
』
と
の
聞
に
、
同
時
に
二

つ
の
相
関
関
係
を
構
成
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
中
庸
』
注
釈

が
確
定
さ
れ
て
い
く
過
程
を
分
析
す
る
際
の
結
節
点
と
し
て
、
考
察
の

主
た
る
対
象
主
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
中
庸
』
第
一
章
第
一
節
に
対
応
す
る
『
中
庸
或
問
』

の
記
述
は
、
四
段
落
に
分
か
れ
て
い
る
。
第
一
段
落
で
は
、
『
中
庸
』
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第
一
章
第
一
節
「
天
命
之
調
性
、
率
性
之
謂
道
、
情
道
之
調
教
」
全
体

に
対
す
る
詳
細
な
読
解
が
一
草
さ
れ
る
。
第
二
段
器
で
は
、
「
率
性
之
謂

道
、
情
道
之
謂
教
」
に
対
す
る
諸
説
の
解
釈
が
、
続
〈
第
一
一
一
段
落
で

は
、
「
天
命
之
謂
性
」
に
対
す
る
諸
説
の
解
釈
が
そ
れ
ぞ
れ
批
判
的
に

検
討
さ
れ
る
。
第
四
段
落
で
は
、
二
程
子
の
門
弟
た
ち
の
説
に
対
す
る

講
評
が
な
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
第
二
段
落
と
第
三
段
務
に
関
し
て

は
、
こ
の
後
に
続
く
章
で
、
『
中
府
軍
句
』
の
記
述
と
の
対
照
も
合
め

て
、
念
入
り
に
分
析
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
第
四
段
落
は
、
『
中
庸
』
第
一

章
第
一
節
の
読
解
に
直
接
関
係
し
な
い
の
で
、
省
略
に
し
た
が
う
。

こ
こ
で
は
、
第
一
段
落
で
行
な
わ
れ
て
い
る
読
解
の
特
徴
に
つ
い

て
、
『
中
庸
章
句
』
と
の
関
連
を
意
識
し
な
が
ら
、
簡
単
に
ふ
れ
て
み

よ
う
。
も
っ
と
も
、
ふ
れ
る
べ
き
こ
と
は
実
は
多
〈
は
な
い
。
『
中
庸

或
問
』
と
『
中
庸
章
句
』
叩
間
に
見
ら
れ
る
関
係
は
、
基
本
的
に
は
、

『
中
庸
或
問
』
の
詳
細
な
記
述
を
、
注
釈
書
的
に
圧
縮
し
、
整
理
し
た

結
果
と
し
て
、
『
中
庸
章
句
』
の
記
述
が
あ
る
と
い
う
も
の
だ
か
ら
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
両
者
の
関
係
か
ら
い
っ
て
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
、
「
天
命
之
謂
性
」
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
言
え
ば
、
両
者
の

記
述
は
完
全
に
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
天
命

之
調
性
」
の
「
命
」
を
、
『
中
庸
或
問
』
は
「
天
が
万
物
に
賦
与
し
続

け
て
、
や
む
こ
と
の
な
い
も
の
、
そ
れ
が
命
で
あ
る
(
天
之
所
以
賦
輿

菖
物
而
不
能
自
己
者
、
命
也
)
」
と
定
義
づ
け
る
の
に
対
し
、
司
中
尉
章

句
』
は
「
命
は
、
令
と
一
宮
一
回
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
性
は
、
理
で
あ

る
。
天
は
陰
陽
五
行
に
よ
っ
て
万
物
を
生
み
だ
し
、
気
が
形
を
構
成
す

る
と
、
そ
こ
に
は
理
(
性
)
が
賦
与
さ
れ
て
い
る
、
そ
れ
は
命
令
が
な

さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
(
命
、
猶
令
也
。
位
、
即
理
也
。
天
以

陰
陽
五
行
化
生
高
物
、
集
以
成
形
、
而
理
亦
賦
湾
、
猶
命
令
也
。
)
」
と

定
義
す
る
部
分
で
あ
る
。
『
中
庸
章
句
』
は
、
「
命
」
を
「
猶
命
令
也
」

と
ま
で
述
べ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
『
中
庸
或
問
』
の
定
義
に
は
、
「
猶
命

令
也
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
特
に
合
ま
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え

る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
差
異
も
、
『
中
庸
章
句
』
と
『
中
庸
或
尚
』

の
定
義
が
そ
れ
ぞ
れ
の
角
度
か
ら
「
命
」
と
い
う
重
要
語
の
意
味
的
多

層
性
を
照
明
し
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
両
者
の
相
補
的
な
関
係
の
例
証

と
も
見
な
せ
る
だ
ろ
う

(
3
)
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
最
後

に
再
度
た
ち
返
っ
て
み
た
い
。

『
中
庸
或
問
』
に
お
け
る
先
行
諸
説
の
批
判
的
検
討

l
i率
性
之
謂
道

『
中
庸
或
問
』
第
二
段
落
で
は
、
「
率
性
之
謂
道
、
惰
道
之
調
教
」
の

解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
『
中
庸
輯
略
』
に
収
録
さ
れ
た
諸
説
に
対
し
、
批

判
的
主
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
く
。
そ
の
検
討
町
過
程
を
、
『
中
庸
輯

略
』
所
収
の
当
該
資
料
を
参
照
し
な
が
ら
、
跡
.
つ
け
て
い
っ
て
み
よ

う
。
な
お
、
『
中
庸
輯
略
』
所
収
の
資
料
に
つ
い
て
、
そ
の
出
典
が
明

ら
か
な
場
合
は
、
そ
れ
も
示
し
て
い
く
。

ま
ず
、
「
率
性
之
謂
道
」
に
つ
い
て
。

第
一
段
落
で
す
で
に
「
天
命
之
謂
性
、
率
性
之
謂
道
、
情
道
之
謂

教
」
を
ど
の
よ
う
に
読
む
か
と
い
う
課
題
は
解
決
さ
れ
、
「
性
」
「
道
」

「
教
」
の
定
義
も
そ
れ
ぞ
れ
に
確
定
さ
れ
て
い
る
。
先
行
諸
説
に
対
す

る
以
下
の
批
判
的
検
討
は
、
こ
の
こ
と
を
前
提
に
し
て
行
な
わ
れ
て
い

く
。
「
道
」
の
場
合
、
第
一
段
落
に
は
次
白
よ
う
な
定
義
が
示
さ
れ
て

い
る
。
参
考
ま
で
に
、
『
中
庸
章
句
』
に
示
さ
れ
て
い
る
「
道
」
の
定
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『
中
庸
或
関
』
第
一
段
落
で
は
、
「
命
」
の
定
義
づ
け
を
起
点
に
、
そ

れ
を
承
け
て
「
性
」
が
定
義
さ
れ
、
「
命
」
と
「
性
」
の
定
義
を
承
け

て
、
さ
ら
に
「
道
」
が
定
義
づ
け
ら
れ
て
い
く
。
定
義
は
、
順
次
、
重

層
化
し
て
い
く
。
「
命
」
の
定
義
は
、
先
ほ
ど
も
見
た
よ
う
に
、
「
天
が

万
物
に
賦
与
し
続
け
て
、
や
む
こ
と
の
な
い
も
の
、
そ
れ
が
命
で
あ
る

(
天
之
所
以
賦
輿
菌
物
而
不
能
自
己
者
、
命
也
こ
と
さ
れ
て
い
た
。

「
性
」
は
、
そ
れ
を
承
け
て
、
「
私
が
、
こ
の
命
か
ら
そ
れ
を
得
た
こ
と

に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
お
よ
そ
完
全
で
な
い
こ
と
が

な
い
も
の
、
そ
れ
が
性
で
あ
る
(
吾
之
得
乎
是
命
以
生
而
莫
非
全
髄

者
、
性
也
ご
と
定
義
さ
れ
る
。
『
或
問
』
第
一
段
落
の
「
道
」
の
定
義

に
含
ま
れ
る
、
「
天
か
ら
そ
れ
を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
き
た

も
白
(
其
所
得
乎
天
以
生
者
こ
は
、
そ
の
「
性
」
を
指
し
て
い
る
。

「
性
」
の
定
義
の
「
こ
司
命
か
ら
そ
れ
を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ

て
き
た
も
の
」
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
理
解
す
る
な

ら
、
「
道
」
の
定
義
に
つ
い
て
、
『
或
問
』
と
『
章
句
』
の
表
現
に
は
微

妙
な
差
異
は
あ
る
に
し
ろ
、
両
者
は
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
と
雷
っ

て
い
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
「
道
」
の
定
義
を
基
準
に
し
て
、
諸
説

は
検
討
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
重
要
な
意
味
を
も

つ
の
が
、
『
或
問
』
と
『
章
句
』
の
定
義
に
共
通
し
て
登
場
す
る
「
自

然
」
と
い
う
語
で
あ
る
。

『
或
問
』
第
二
段
落
は
、
「
率
性
之
謂
道
」
に
関
す
る
門
弟
た
も
の
説

を
検
討
す
る
に
先
だ
っ
て
、
師
で
あ
る
程
子
の
説
の
要
点
を
紹
介
し
て

い
る
。
そ
こ
に
も
ま
た
、
「
自
然
」
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、

『
或
間
』
で
は
、
兄
弟
の
発
言
が
区
別
で
き
る
場
合
で
も
、
一
律
に
程

子
の
説
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
。
本
稿
も
、
そ
の
方
式
に
準
じ
る
こ
と

に
す
る
。

i
 

程
子
が
「
性
に
辛
う
、
之
を
道
と
謂
う
」
を
論
じ
る
場
合
、
私

意
や
人
欲
が
い
ま
だ
萌
さ
な
い
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
自
然
に
現
れ

で
て
く
る
も
白
が
あ
り
、
そ
の
現
れ
に
は
す
じ
み
も
が
伴
わ
れ
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
。
道
が
、
そ
由
よ
う

に
名
づ
け
ら
れ
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
だ
。
作
為
的
な

行
為
を
指
し
て
そ
う
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

程
子
之
論
率
性
、
正
就
私
意
人
欲
未
萌
之
慮
、
指
其
自
然
時
間
見



各
有
保
理
者
而
言
、
以
見
道
之
所
以
得
名
、
非
指
惰
矯
而
言
也
。
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『
中
庸
輯
略
』
第
一
章
第
一
節
に
は
、
ニ
程
子
の
説
が
イ
条
収
録
さ

れ
て
い
る
。
『
或
問
』
第
二
段
落
、
第
三
段
落
で
諸
説
が
言
及
さ
れ
る

場
合
、
そ
れ
に
対
応
す
る
条
は
、
い
ず
れ
も
『
中
庸
輯
略
』
に
見
い
だ

す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
程
子
説
の
要
点
を
紹
介
す
る
こ
の

文
に
つ
い
て
も
、
十
条
中
の
い
ず
れ
か
を
ふ
ま
え
て
書
か
れ
て
い
る
よ

う
に
、
一
見
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
に
限
っ
て
は
そ
う
で
は
な

い
。
こ
の
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
表
現
と
同
様
の
も
の
も
、
そ
れ
に
類

似
す
る
も
の
も
、
十
条
の
中
に
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た

だ
し
、
表
現
申
上
で
は
改
変
さ
れ
て
い
て
も
、
内
容
的
に
は
関
連
す
る

条
が
あ
る
と
い
う
可
能
性
は
残
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
確
か
め
る
た
め

の
手
が
か
り
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
朱
官
粛
の
門
弟
の
一
人
で
あ
る
際

嘆
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
、
越
順
孫
の
著
し
た
『
中
庸
纂
疏
』
が
、
そ
れ

で
あ
る
。
『
中
庸
纂
硫
』
は
、
『
或
問
』
の
こ
の
文
に
対
し
て
「
疏
」
を

配
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、
十
条
中
の
二
条
か
ら
、
そ
の
一
節
を
引

用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
の
一
条
は
、
『
近
恩
録
』
巻
一
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
、

『
程
子
遺
書
』
巻
一
五
六
条
で
あ
る
。
朱
蕪
自
身
が
難
解
と
し
て
い

る
(
『
朱
子
語
類
』
巻
九
十
五
)
こ
の
条
が
、
程
子
説
の
要
点
を
紹
介

し
た
『
或
問
』
の
一
文
に
対
応
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
実
は
判
然
と

し
な
い
。
こ
こ
で
は
、
『
成
問
』
の
一
文
と
の
対
応
関
係
が
よ
り
明
白

な
、
『
程
氏
遺
書
』
巻
二
上
!
一
一

O
条
の
方
に
注
目
し
て
み
た
い
。

そ
の
条
か
ら
は
、
た
と
え
ば
、
「
天
命
之
謂
位
、
率
性
之
謂
道
者
」

に
つ
い
て
解
説
し
た
、
「
天
降
是
於
下
、
荷
物
流
形
、
各

E
性
命
者
、

是
所
謂
性
也
、
循
其
性
而
不
失
、
是
所
語
道
也
」
が
引
用
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
の
「
高
物
流
形
」
と
「
各
正
性
命
」
世
、
『
易
経
』
乾
卦
象

伝
を
ふ
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。
「
菌
物
流
形
」
(
『
易
経
』
で
は
、
「
品
物

流
形
」
)
は
、
万
物
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
現
す
こ
と
で
あ
り
、
「
各
正
性

命
」
は
、
程
顧
の
『
易
伝
』
や
朱
嘉
の
『
周
易
本
義
』
に
よ
れ
ば
、
天

命
と
し
て
性
を
付
与
さ
れ
た
万
物
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
あ
り

方
を
実
現
す
る
ζ

と
で
あ
る
。
「
天
降
是
於
下
、
高
物
流
形
、
各
正
性

命
」
は
、
「
性
」
の
定
義
と
し
て
明
快
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
が
、
天

か
ら
万
物
に
賦
与
さ
れ
て
、
万
物
を
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
あ
り
方

に
導
く
も
の
が
、
「
性
」
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
道
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
「
循
其
性
而
不
失
」
も
、
定
義
と
し
て

し

2

は
簡
潔
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
「
性
」
に
循
っ
て
い
き
、
そ
れ
を
見

失
わ
な
い
で
い
く
と
こ
ろ
に
現
れ
る
も
の
と
し
て
、
「
道
」
を
定
義
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
性
」
や
「
道
」
の
定
義
は
、

『
或
陪
』
第
一
段
落
に
示
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
定
義
に
基
本
的
に
合
致

す
る
。
つ
ま
り
、
程
子
の
定
義
は
、
『
或
問
』
第
一
段
落
の
定
義
と
と

も
に
、
諸
説
を
検
討
す
る
際
の
基
準
に
な
る
と
い
う
こ
と
、
程
子
説
の

要
点
を
紹
介
し
た
『
或
問
』
第
二
段
落
の
一
文
は
、
そ
の
こ
と
を
明
言

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
注
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。
『
程
氏
遺
書
』
巻
二
上
|
一
一

O
条
に
は
、
先
ほ
ど
の
引
用
箇
所
を
含
め
、
そ
れ
以
外
の
部
分
に
も
、

「
自
然
」
と
い
う
語
は
登
場
し
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
考
察
の
対
象

に
合
め
な
か
っ
た
、
『
程
子
遺
書
』
巻
一
五
六
条
に
お
い
て
も
、
「
自

然
」
と
い
う
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『
或
問
』
第
二
段
落
は
、
「
自
然
」
を
用
い
て
程
子
説
の
要
点
を
紹
介
し



て
い
た
。
そ
れ
は
、
偶
然
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
、
『
或
問
』
は
、
自

ら
の
「
道
」
の
定
義
に
お
い
て
核
と
な
る
語
で
あ
る
「
白
然
」
を
用
い

て
、
程
子
の
定
義
を
意
図
的
に
語
り
な
お
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
操
作
に
よ
っ
て
、
「
自
然
」
対
「
倍
矯
」
の
二
項
対
立
の
図
式

が
前
景
に
浮
上
す
る
。
『
或
同
』
と
し
て
は
、
こ
の
図
式
の
下
に
、
「
率

性
之
謂
道
」
の
解
釈
の
正
し
さ
が
検
証
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
、
程
子
の

名
に
よ
っ
て
正
当
化
し
た
こ
と
に
な
る
。

程
子
の
門
弟
た
ち
の
う
ち
、
最
初
に
論
評
さ
れ
る
の
は
、
呂
氏
(
大

臨
)
で
あ
る
。
そ
の
説
は
、
解
釈
の
正
し
き
を
評
価
さ
れ
る
部
分
が
あ

る
一
方
、
批
判
の
対
象
に
も
な
る
。
批
判
の
理
由
は
、
呂
氏
申
解
釈

が
、
「
道
」
の
「
自
然
」
性
を
つ
か
み
そ
こ
ね
て
い
る
点
に
向
け
ら
れ

る
。
『
或
問
』
が
批
判
し
て
い
る
箇
所
を
、
『
中
庸
輯
略
』
か
ら
引
用
し

て
み
よ
う
(
4
1
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人
は
「
天
地
の
中
を
受
け
て
以
て
生
ま
れ
る
」
〔
『
春
秋
左
伝
』

成
公
十
三
年
〕
と
言
わ
れ
る
が
、
卑
小
な
存
在
で
あ
る
身
体
に
制

約
さ
れ
る
た
め
に
、
常
に
私
意
や
小
知
に
よ
っ
て
混
乱
さ
せ
ら
れ

て
し
ま
う
。
そ
こ
か
ら
、
天
地
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
、
喜
怒
哀
楽
の
「
発
す
る
」
〔
『
中
庸
』
第
一
章
第

三
節
}
際
に
も
、
そ
の
表
れ
方
は
一
貫
せ
ず
、
「
節
に
村
る
」
〔
同

上
〕
こ
と
が
な
い
。

人
雄
受
天
地
之
中
以
生
、
而
桔
於
叢
然
之
形
盤
、
常
有
私
意
小

知
境
乎
其
問
、
故
輿
天
地
不
相
似
、
所
教
遂
至
乎
出
入
不
斉
而
不

中
節
。

『
或
問
』
は
、
こ
の
箇
所
を
引
用
し
て
、
批
判
を
行
な
っ
て
い
く
。

た
だ
し
、
不
要
な
修
飾
を
取
り
去
っ
て
、
邑
氏
の
説
の
趣
旨
を
よ
り
明

確
に
し
よ
う
と
し
た
た
め
か
、
引
用
文
は
一
部
添
削
さ
れ
て
い
る
。
参

考
ま
で
に
、
『
或
問
』
の
引
用
文
も
示
し
て
み
よ
う
。
「
人
受
天
地
之
中

以
生
、
而
桔
於
形
健
、
又
局
私
意
小
知
所
携
、
故
輿
天
地
不
相
似
、
而

護
不
中
節
。
」
こ
の
説
の

E
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
。
『
或
問
』
は
、
呂

氏
の
説
の
前
提
に
な
っ
て
い
る
、
「
天
か
ら
受
け
た
と
こ
ろ
の
も
の

(
「
天
地
の
中
」

H

性
)
を
必
ず
見
失
わ
な
い
よ
う
に
し
て
こ
そ
、
道
を

行
な
う
こ
と
が
で
き
る
(
必
有
以
不
失
其
所
受
乎
天
者
、
然
後
震
道
こ

と
い
う
考
え
方
が
問
題
な
の
だ
と
す
る
。
そ
の
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、

身
体
的
な
制
約
と
、
そ
れ
に
起
因
す
る
「
私
意
や
小
知
」
の
混
乱
を
克

服
し
た
先
に
、
「
道
」
は
始
め
て
見
い
だ
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
『
朱
子
語
類
』
で
は
、
そ
の
点
が
、

E
口
氏
は
、
人
に
よ
っ
て
道
を

行
な
う
、
と
述
べ
る
(
昌
氏
説
以
人
行
道
)
」
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
た

〔
巻
六
十
二
|
五
五
条
〕
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
「
道
と
い
う
も
の
は
、

作
為
的
な
行
為
の
後
に
現
れ
る
(
所
謂
道
者
、
又
在
惰
潟
之
後
)
」
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
当
然
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
「
『
中

庸
』
の
著
者
で
あ
る
子
思
や
程
子
が
示
し
た
よ
う
な
、
道
は
、
人
欲
が

い
ま
だ
萌
さ
な
い
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
自
然
に
現
れ
で
て
く
る
も
の
で

あ
る
、
と
い
う
考
え
方
と
は
一
致
し
な
い
り
で
あ
る
(
非
復
子
思
、
程

子
所
指
人
欲
未
萌
自
然
設
見
之
意
)
」
。
『
或
間
』
に
と
っ
て
、
「
道
」
と

し
た
が

は
、
「
性
に
率
う
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
「
自
然
」
に
現
れ
で

て
〈
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
「
情
局
」
り
結
果
、
実
現
さ
れ
る
も
の
な

ど
で
は
あ
り
え
な
い
。

「
自
然
」
対
「
情
。
矯
」
の
二
項
対
立
の
図
式
を
基
準
に
し
て
、
昌
氏
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説
は
批
判
さ
れ
た
。
続
い
て
取
り
あ
げ
ら
れ
る
瀞
氏
(
酢
)
や
楊
氏

(
時
)
の
説
に
対
し
て
も
、
田
口
氏
説
と
同
様
に
、
『
或
間
』
か
ら
見
て
致

命
的
と
思
わ
れ
る
欠
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
く
。

瀞
氏
の
場
合
に
は
、
「
性
の
本
来
的
な
あ
り
方
に
し
た
が
っ
て
、
私

的
な
も
の
を
そ
こ
に
介
在
さ
せ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
道
は
私
自
身
自

も
と
に
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
「
性
に
時
う
、
之
を
道
と
調
う
』
と

い
う
こ
と
だ
。
(
因
其
性
之
国
然
而
無
容
私
君
、
則
選
在
我
突
、
北
率

性
之
謂
道
也
)
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
る
。
瀞
氏
は
、

そ
れ
に
す
ぐ
続
け
て
「
人
為
か
ら
出
た
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
選
で

は
な
い
(
若
出
於
人
矯
、
則
非
道
突
ご
と
述
べ
て
も
い
る
。
し
か
し
、

「
道
」
を
自
分
自
身
に
結
び
つ
け
る
た
め
の
条
件
と
し
て
、
「
私
的
な
も

の
を
そ
こ
に
介
在
さ
せ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
、

す
で
に
問
題
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
惰
局
」
が
入
り
こ
ん
で
い
る
か

ら
で
あ
る
。

楊
氏
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
「
性
は
善
で
な
い
こ
と
は
な
い
。
そ
と
に

一
切
手
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
作
為
的
な
行
為
の
必
要
も
な

し
た
が

い
。
そ
れ
に
率
う
だ
け
だ
。
(
性
無
不
善
、
則
不
可
加
損
也
、
無
倹
乎

備
局
、
率
之
而
己
ご
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

一
見
、
特
に
問
題
は
な
い
よ
う
で
も
あ
る
。
何
が
問
題
な
の
か
。
「
そ

し
た
が

れ
に
率
う
だ
け
だ
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
性
に

し

事

し

た

が

率
う
」
こ
と
は
、
「
そ
れ
に
車
l
う
」
こ
と
で
は
な
い
。
『
朱
子
語
類
』
で

し
た
が

も
、
「
人
が
そ
れ
に
循
お
う
と
す
る
こ
と
で
は
な
い
、
呂
氏
自
説
は
正

し
く
な
い
{
不
是
人
去
循
之
、
呂
説
未
是
)
」
{
巻
六
十
二
1
五
四
条
〕

と
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
天
よ
り
賦
与
さ
れ
て
、
人
に
内
在
す
る
「
性
」

し
た
が

に
「
率
う
」
こ
と
は
、
「
性
」
に
対
し
て
目
的
的
に
関
与
す
る
こ
と
で

はは
、な

すい
で。

に E
~ ~ 

震を
にそ
堕れ
し」

てと
い意
る識
とし
きて
れ、

る?

写る
本に

孟予
」

と

四

『
中
庸
或
問
』
に
お
け
る
先
行
諸
説
の
批
判
的
検
討
(
一
一
)

ー
ー
惰
道
之
謂
教

次
に
、
「
街
道
之
謂
教
」
に
つ
い
て
。

『
或
問
』
第
一
段
落
と
『
章
句
』
の
提
示
す
る
「
教
」
の
定
義
を
、

こ
こ
で
も
、
ま
ず
確
認
し
て
お
こ
う
。

「
道
を
修
む
る
、
之
を
教
と
謂
う
」
が
述
べ
て
い
る
の
は
、
聖

人
は
こ
の
道
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
を
体
系
的
に
展
開
し
、
天
下
に

お
し

法
を
立
て
、
訓
え
を
示
し
た
、
そ
れ
が
教
と
い
う
も
の
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
だ
。

惰
道
之
謂
教
、
言
聖
人
因
是
道
而
品
節
之
、
以
立
法
華
訓
於
天

下
、
是
則
所
謂
教
也
。
(
『
中
庸
或
問
』
第
一
段
落
)

聖
人
は
、
人
も
物
も
行
く
べ
き
蹴
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
を
体
系

的
に
展
開
し
、
天
下
に
法
を
立
て
た
、
そ
れ
が
教
と
言
わ
れ
る
。

聖
人
因
人
物
之
所
首
行
者
而
品
節
之
、
以
矯
法
於
天
下
、
別
謂

之
教
。
(
(
『
中
庸
章
句
』
)

がよい的
う、な?

主にそも?
公定れの」己
主義がご-rzづ道と『
~けとに zzていお示
品いうい v

Zえ主て λ
ア v 州

Eそで行住
にの号〈の， ~ <>ノミ向
ち遵ニき暴
ザ 『路号に

ま455時
れ いて
て it~ とい
き問「いく
た』道うな
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し
た
が

性
)
に
循
っ
て
い
く
な
ら
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
ご
と
に
つ
い
て
、
自
然
で

み
ち

な
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
そ
こ
に
は
行
く
べ
き
路
が
あ
る
」
と
定
義

し
た
「
道
」
の
こ
と
で
も
あ
る
。
「
教
」
の
定
義
に
関
し
て
も
、
双
方

し
た
が

の
定
義
は
重
な
り
あ
う
。
「
性
に
率
う
」
と
こ
ろ
か
ら
「
自
然
」
に
現

れ
で
て
く
る
「
道
」
が
、
「
教
」
の
基
礎
と
な
り
、
そ
の
基
礎
に
立
っ

て
、
聖
人
は
「
教
」
を
制
作
し
て
い
く
と
さ
れ
る
。
「
人
も
物
も
行
く

み
ち

ベ
き
路
」
を
実
際
に
人
も
物
も
行
け
る
よ
う
に
誘
導
す
る
包
括
的
な
制

度
H

「
教
」
の
作
者
と
し
て
、
型
人
に
頭
要
な
役
割
が
与
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
教
」
の
定
義
を
前
提
に
し
て
、
「
情
道
之
謂

教
」
に
関
す
る
程
子
と
呂
氏
の
説
を
、
『
或
間
』
は
論
評
し
て
い
く
。

そ
の
様
子
を
跡
づ
け
て
み
よ
う
。

程
子
の
説
と
し
て
、
ま
ず
二
つ
の
発
言
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ

ら
は
、
程
子
の
説
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
肯
定
的
に
は
評
価
さ
れ
な

い
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
〔
『
程
子
遺
書
』
巻
十
二
|
=
一
条
〕
は
、
先
ほ

ど
の
呂
氏
説
に
引
か
れ
て
い
た
「
天
地
の
中
を
受
け
て
以
て
生
ま
れ

る
」
を
含
む
、
『
春
秋
左
伝
』
成
公
十
三
年
の
記
事
に
関
わ
っ
て
い
る
。

『
春
秋
左
伝
』
成
公
十
三
年
に
は
、
劉
子
の
次
の
こ
と
ば
が
記
さ
れ
て

い
る
。
「
民
受
天
地
之
中
以
生
、
所
調
命
也
。
是
以
有
動
作
種
儀
威
儀

之
則
、
以
定
命
也
。
能
者
養
之
以
福
、
不
能
者
敗
以
取
禍
。
」
そ
の
趣

旨
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
民
は
、
「
天
地
の
中
」
を
賦
与

さ
れ
て
生
ま
れ
る
。
そ
れ
が
、
命
で
あ
る
。
そ
の
命
を
「
定
め
る
」
た

め
に
、
儀
礼
と
い
う
も
由
が
あ
る
。
儀
礼
に
し
た
が
っ
て
、
命
を
「
定

め
る
」
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
揺
を
得
ら
れ
る
し
、
そ
う
で
き
な
け
れ

ば
、
禍
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
程
子
の
発
言
は
、
劉
子
の
こ
と
ば
か
ら

「
能
者
養
之
以
補
、
不
能
者
敗
以
取
禍
」
を
抜
き
だ
し
た
よ
で
、
「
そ
れ
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こ
そ
が
、
教
で
あ
る
(
則
乃
是
教
也
)
」
と
続
け
て
い
く
。
個
人
的
な

レ
ベ
ル
で
の
儀
礼
の
実
践
に
結
び
つ
け
て
、
「
教
」

Nr
語
ら
れ
る
の
で

あ
る

(
5
)
。
『
或
問
』
は
、
そ
の
点
を
問
題
視
す
る
。
「
教
」
は
、
聖
人

に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
個
人
の
道
徳
的
な
実
践

は
、
直
接
に
は
「
教
」
に
関
与
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

程
子
の
も
う
一
つ
の
発
言
〔
『
程
子
遺
書
』
巻
二
上
|
一
一

O
条
]

に
対
す
る
評
価
も
、
同
様
の
観
点
か
ら
な
さ
れ
る
。
程
子
は
、
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。
「
『
道
を
修
む
る
、
之
を
教
と
謂
う
』
は
、
人
と
し
て
な

す
べ
き
こ
と
に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
本
性
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
か

ら
こ
そ
、
自
ら
を
修
め
て
、
本
性
を
回
復
す
る
こ
と
を
目
ざ
し
、
学
聞

を
そ
の
手
が
か
り
と
す
る
の
で
あ
る
。
本
性
を
も
と
も
と
見
失
っ
て
い

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
自
ら
を
修
め
る
必
要
な

E
あ
ろ
う
か
。

(
惰
道
之
謂
教
、
此
則
専
在
人
事
、
以
失
其
本
性
、
故
情
而
求
復
之
、

則
入
於
事
、
若
元
不
失
、
則
何
惰
之
有
。
)
」
こ
こ
で
も
、
個
人
的
な
レ

ベ
ル
で
の
実
践
と
し
て
、
「
教
」
は
語
ら
れ
る
。
そ
れ
が
問
題
な
の
で

あ
る
。
学
聞
を
手
が
か
り
に
本
性
を
回
復
す
る
こ
と
で
あ
れ
、
あ
る
い

は
、
制
度
化
さ
れ
た
儀
礼
を
実
践
す
る
こ
と
で
あ
れ
、
そ
れ
ら
は
「
修

道
之
謂
教
」
と
い
う
意
味
で
の
「
教
」
に
は
該
当
し
な
い
。
『
或
問
』

の
定
義
に
従
う
な
ら
、
こ
こ
で
一
言
わ
れ
る
「
教
」
は
、
制
作
者
と
し
て

の
聖
人
に
よ
っ
て
具
体
化
吉
れ
た
包
括
的
な
制
度
と
し
て
あ
く
ま
で
語

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
旦
。

も
ち
ろ
ん
、
程
子
の
説
は
た
だ
批
判
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
い
。
次
の

発
言
〔
『
程
子
遺
書
』
巻
一

l
五
六
条
〕
な
ど
は
、
「
惰
道
之
調
教
」
を

正
し
く
解
釈
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
み
よ

ぷノ
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し

5

こ
れ

(
H
性
)
に
循
う
こ
と
が
道
で
あ
り
、
そ
の
道
を
修
め

て
、
そ
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
が
分
相
応
の
位
置
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
な
ら
、
そ
れ
が
教
で
あ
る
。
天
命
に
始
ま
り
、
天
命
か
ら

性
へ
、
性
か
ら
道
へ
、
選
か
ら
教
へ
と
至
る
ま
で
、
そ
こ
に
は
一

切
手
を
加
え
る
余
地
は
な
い
。
「
舜
は
天
下
を
治
め
な
が
ら
、
そ

れ
に
関
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
(
『
論
語
』
泰
伯
)
の
も
、
そ

の
た
め
で
あ
る
。

循
此
而
惰
之
、
各
得
其
分
、
則
教
也
。
自
天
命
以
歪
於
教
、
我

無
加
損
君
。
此
舜
有
天
下
而
不
興
駕
者
也
。

こ
の
発
言
に
関
し
て
は
、
実
は
、
あ
ら
か
じ
め
留
意
し
て
お
く
べ
き

こ
と
が
あ
る
。
と
は
言
っ
て
も
、
留
意
の
対
象
と
な
る
の
は
、
程
子
の

発
言
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
発
言
に
対
す
る
『
或
閲
』
の
介
入
的

な
姿
勢
で
あ
る
。
『
或
問
』
は
、
こ
の
発
言
を
正
し
い
解
釈
と
し
て
位

置
づ
け
る
た
め
に
、
そ
れ
に
対
す
る
理
解
を
特
定
の
方
向
に
誘
導
し
よ

う
と
す
る
。
そ
の
点
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
こ
の
発
言
は
、
『
程
子
遺
書
』
巻
一
ー
ー
五
六
条
の
末
尾
の
部
分

に
当
た
る
が
、
そ
の
直
前
に
は
、
「
此
理
、
天
命
也
。
順
而
循
之
、
則

道
也
。
」

(
7
)
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
白
部
分
に
は
、
『
或
問
』
は

言
及
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
偶
然
で
は
な
い
。
『
或
問
』

は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
「
性
」
を
「
そ
れ
」
と
対
象
化
し
、
「
そ
れ
に

し
た
が
率
う
(
率
之
)
」
こ
と
を
「
道
」
と
考
え
て
い
る
と
し
て
、
楊
氏
の
解

釈
を
批
判
し
て
い
た
。
「
服
而
循
之
、
則
道
也
」
と
い
う
こ
の
定
義
は
、

そ
の
楊
氏
の
説
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
か
ら
、
『
或
問
』

は
、
そ
れ
に
言
及
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
方

で
、
司
戒
問
』
は
、
こ
の
発
言
に
合
ま
れ
る
「
循
此
」
に
つ
い
て
は
、

何
も
指
摘
し
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
そ
の
ま
ま
「
循
性
」
に
読
み

か
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『
或
問
』
は
、
特
に
断
る
こ
と
も
な
〈
、
「
循

此
」
を
「
率
之
」
と
は
異
な
る
表
現
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
こ
白
よ
う
な
介
入
を
へ
て
、
程
子
の
発
言
は
『
或
問
』
の
文
脈
の

中
に
織
り
こ
ま
れ
、
正
し
い
解
釈
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い
く
。

し
か
し
、
こ
の
発
言
に
は
そ
れ
で
も
ま
だ
最
庇
が
残
っ
て
い
る
。

『
或
間
』
は
、
そ
の
よ
う
に
も
指
摘
す
る
。
程
子
の
発
言
に
は
『
論
語
』

泰
伯
篇
の
一
節
(
舜
嘉
之
有
天
下
也
、
而
不
興
駕
)
が
引
か
れ
る
が

(
謁
は
省
か
れ
て
い
る
て
そ
の
引
用
の
し
か
た
は
、
必
ず
し
も
『
論

語
』
本
来
の
趣
旨
に
合
致
し
な
い
(
或
非
論
語
本
文
之
意
耳
て
と
言

う
の
で
あ
る
。
程
子
の
発
言
は
、
(
教
」
を
定
義
し
た
後
、
「
天
命
に
始

ま
り
、
天
命
か
ら
性
へ
、
性
か
ら
道
へ
、
道
か
ら
教
へ
と
至
る
ま
で
、

そ
こ
に
は
一
切
手
を
加
え
る
余
地
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
〈
。
や
や
理

解
し
づ
ら
い
表
現
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
『
中
庸
』
第
一
章
第
一
節

「
天
命
之
謂
性
、
率
性
之
謂
道
、
惰
道
之
謂
教
」
に
示
さ
れ
て
い
る
、

「
天
命
」
か
ら
「
性
」
「
道
」
を
へ
て
「
教
」
に
至
る
ま
で
の
移
行
過
程

が
理
想
的
に
実
現
さ
れ
て
い
く
と
き
、
「
そ
こ
に
は
一
切
手
を
加
え
る

余
地
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
移
行
過
程

は
、
最
終
的
に
、
「
教
」
が
実
現
さ
れ
て
い
る
理
想
状
態
に
ま
で
到
達

す
る
。
そ
の
理
想
状
態
の
描
写
に
当
た
る
の
が
、
「
舜
は
天
下
を
治
め

な
が
ら
、
そ
れ
に
関
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」
と
記
す
『
論
語
』
の

一
節
で
あ
る
。
舜
は
、
こ
こ
で
は
理
想
状
態
に
お
け
る
君
主
と
し
て
、

統
治
に
「
一
切
手
を
加
え
る
」
必
要
の
な
い
存
在
で
あ
る
。
そ
の
よ
う



『中庸章句』への道

な
意
味
で
の
理
想
君
主
と
し
て
舜
を
描
く
こ
と
は
、
『
中
庸
』
解
釈
の

一
環
と
し
て
は
問
題
な
い
が
、
『
論
語
』
本
文
の
解
釈
と
し
て
は
不
適

切
で
あ
る
と
、
『
或
問
』
は
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
『
論
語
集

注
』
で
は
、
「
有
天
下
也
、
而
不
輿
鷲
」
の
「
不
興
」
と
は
「
王
位
に

つ
い
て
い
る
こ
と
を
楽
し
ま
な
い
(
不
以
位
馬
築
)
」
〔
巻
四
〕
こ
と
在

指
す
と
し
て
い
る
(
旦
。

続
い
て
は
、
呂
氏
の
説
(
『
礼
記
解
』
中
庸
第
三
十
一
)
が
取
り
あ

げ
ら
れ
る
。
「
率
性
之
謂
遭
」
の
解
釈
に
関
連
し
て
は
、
呂
氏
説
の
誤

り
が
、
主
た
る
批
判
対
象
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。

「
惰
道
之
謂
教
」
に
関
連
し
て
、
先
王
が
儀
礼
を
制
作
し
た
り
は
、
そ

れ
を
「
天
下
に
広
め
、
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
(
達
之
天
下
、
附
博
之

後
世
と
た
め
で
あ
っ
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
点
は
評
価
さ
れ
る
。
し

か
し
、
そ
の
説
に
は
、
「
惰
潟
」
白
結
果
、
実
現
さ
れ
る
も
の
と
し
て

「
道
」
を
と
ら
え
る
、
先
ほ
ど
批
判
さ
れ
た
呂
氏
説
が
不
可
分
に
組
み

合
わ
さ
れ
て
も
い
る
。
当
然
、
円
或
問
』
由
評
価
は
、
総
合
的
に
は
反

転
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
「
改
本
」
(
『
中
庸
解
』
)
の
方
は
、
「
人

に
お
い
て
の
道
に
は
、
時
と
地
位
の
違
い
と
い
う
も
の
が
あ
る
か
ら
、

後
世
の
師
表
と
な
る
法
を
必
ず
制
作
し
よ
う
と
思
う
な
ら
、
道
を
し
っ

か
り
修
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
道
之
在
人
、
有
時
輿
位
之
不
問
、
必

欲
矯
法
於
後
世
、
不
可
不
惰
)
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
も
、

『
或
問
』
は
、
不
適
切
で
あ
る
と
評
価
す
る
。
お
そ
ら
く
、
「
時
と
地
位

の
違
い
」
を
「
道
」
に
対
し
て
見
ょ
う
と
す
る
呂
氏
の
態
度
に
、
「
衛

局
」
の
影
を
感
じ
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
率
性
之
謂
道
」
を
解
釈

す
る
段
階
で
の
致
命
的
な
誤
り
が
、
「
惰
道
之
謂
教
」
の
解
釈
を
誤
っ

た
方
向
に
導
い
て
い
る
こ
と
を
、
『
或
間
』
は
執
搬
な
ま
で
に
指
摘
し
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て
い
る
(
9
1

五

『
中
庸
或
問
』
に
お
け
る
先
行
諸
説
の
批
判
的
検
討
さ
一
)

ー
ー
天
命
之
謂
性

『
中
庸
或
問
』
第
三
段
落
で
は
、
「
天
命
之
謂
性
」
解
釈
に
関
わ
る
楊

氏
の
王
安
石
説
批
判
(
『
亀
山
先
生
語
録
』
巻
=
一
)
が
、
逆
に
批
判
の

対
象
に
な
っ
て
い
る
。
楊
氏
の
王
安
石
説
批
判
の
論
理
と
、
そ
れ
に
対

す
る
「
或
間
』
の
批
判
の
趣
旨
を
、
順
に
確
認
し
て
い
っ
て
み
よ
う
。

楊
氏
が
批
判
す
る
の
は
、
「
命
」
と
「
性
」
に
対
す
る
、
王
安
石
の

次
の
定
義
で
あ
る
。
「
天
が
私
に
こ
れ
を
有
る
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
が

命
と
言
わ
れ
、
命
が
私
に
お
い
て
有
る
こ
と
が
性
と
言
わ
れ
る
(
天
使

我
有
是
之
謂
命
、
命
之
在
我
之
謂
性
)
。
」
(
叩
)
こ
の
定
義
の
ど
こ
に
問

題
が
あ
る
の
か
。
楊
氏
は
、
「
私
に
さ
せ
る
(
使
我
こ
と
い
う
表
現
の

不
適
切
性
を
指
摘
す
る
。

王
安
石
は
、
「
私
に
さ
せ
る
」
と
い
う
表
現
で
命
を
定
義
す
る
。

本
当
に
そ
の
よ
う
に
さ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に

さ
せ
る
も
の
が
命
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
命

が
私
に
お
い
て
有
る
こ
と
が
性
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
命
は
こ
こ
で

は
ま
た
別
の
も
の
と
な
る
。
『
中
庸
』
で
言
う
「
天
の
命
ず
る
、

之
を
性
と
謂
う
」
と
は
、
性
が
則
ち
天
の
命
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
ど
う
し
て
、
そ
れ
が
二
つ
に
分
か
れ
る
と
い
う
こ
と

が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
「
天
に
在
っ
て
は
命
で
あ
り
、
人
に
在
っ
て

は
性
で
あ
る
」
と
言
う
な
ら
、
こ
の
言
い
方
に
は
問
題
は
な
さ
そ

う
で
あ
る
が
、
や
は
り
こ
の
よ
う
に
言
う
必
要
は
な
い
。
性
と
命
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は
最
初
か
ら
不
可
分
の
関
係
な
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
語
が
使
わ
れ
る
文
脈
が
異
な
る
の
で
あ
る
。

其
日
使
我
、
正
所
謂
使
然
也
、
使
然
者
可
以
属
命
乎
(
廿
)
。
以

命
在
我
矯
性
、
則
命
自
一
物
。
若
中
庸
言
天
命
之
謂
性
、
性
即
天

命
也
、
又
畳
二
物
哉
。
如
云
在
天
矯
命
、
在
入
信
性
、
比
語
似
無

病
、
然
亦
不
須
知
此
説
。
性
命
初
無
二
理
、
第
所
由
之
者
異
耳
。

王
安
石
の
定
義
は
、
本
来
は
一
体
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
、
「
A

町」

と
「
性
」
由
連
続
的
関
係
を
断
ち
切
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
楊
氏
は
、

そ
白
点
を
批
判
す
る
。
王
安
石
田
定
義
は
、
人
に
「
性
」
を
賦
与
す
る

天
か
ら
の
「
命
」
に
つ
い
て
は
、
「
使
我
」
と
い
う
表
現
を
通
じ
て
そ

白
能
動
性
を
強
調
し
、
一
方
、
天
か
ら
賦
与
さ
れ
た
「
性
」
に
つ
い
て

は
、
人
は
そ
れ
を
個
別
に
「
命
」
と
し
て
受
容
す
る
と
い
う
よ
う
に
描

く
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
同
じ
〔
命
」
で
あ
り
な
が
ら
、
天
の
「
命
」

と
「
性
」
で
あ
る
「
命
」
と
の
連
続
性
は
、
「
命
」
と
し
て
の
「
性
」

が
人
に
受
容
さ
れ
た
瞬
間
、
い
っ
た
ん
断
ち
切
ら
れ
て
し
ま
う
だ
ろ

う
。
か
り
に
、
王
安
石
の
定
義
を
、
(
天
に
在
つ
て
は
命
で
あ
り
、
人

に
在
っ
て
は
性
で
あ
る
」
の
よ
う
な
、
よ
り
穏
当
な
表
現
に
置
き
換
え

て
み
た
と
し
て
も
、
そ
の
問
題
点
は
変
わ
ら
な
い
。
本
来
強
調
す
べ
き

は
、
天
の
「
命
」
も
「
性
」
で
あ
る
「
命
」
も
、
「
命
」
と
い
う
共
通

の
基
盤
に
お
い
て
、
そ
の
連
続
性
を
保
持
し
続
け
る
と
い
う
事
実
な
白

だ
。
楊
氏
の
論
点
は
こ
の
よ
う
な
も
白
で
あ
ろ
う
。

楊
氏
の
王
安
石
説
批
判
に
対
し
、
『
或
間
』
は
二
点
を
挙
げ
て
、
そ

の
譲
り
を
指
摘
し
て
い
く
。
王
安
石
の
説
に
は
問
題
が
多
い
。
し
か

し
、
楊
氏
の
王
安
石
説
批
判
は
見
当
違
い
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
『
或
問
』

T 

の
立
場
で
あ
る
。
そ
の
一
点
目
の
誤
り
は
、
王
安
石
の
定
義
に
対
す
る

誤
読
で
あ
る
。
玉
安
石
が
(
命
」
を
定
義
す
る
際
に
用
い
て
い
る
「
天

使
我
有
是
」
と
い
う
表
現
を
、
楊
氏
が
字
義
ど
お
り
に
理
解
し
て
い
る

こ
と
が
誤
読
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
楊
氏
は
、
そ
の
定
義
を
字
義
ど
お

り
に
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
能
動
的
な
働
き
か
け
を
す
る
主
体
と

し
て
の
天
の
「
命
」
と
、
そ
の
客
体
で
あ
る
人
に
個
別
に
受
容
さ
れ
る

「命」

(
H
「
性
」
)
と
が
分
離
し
て
、
そ
こ
に
「
命
」
四
本
来
的
な
連

続
性
が
断
ち
切
ら
れ
て
し
ま
う
危
険
性
を
読
み
と
っ
て
い
た
。
楊
氏
の

そ
の
よ
う
な
理
解
が
誤
り
な
の
で
あ
る
。
「
天
が
私
に
こ
れ
を
有
る
よ

う
に
さ
せ
る
(
天
使
我
有
是
ご
と
は
、
「
惟
れ
皇
た
る
(
大
い
な
る
)

上
帝
、
哀
を
下
民
に
降
す
(
惟
皇
上
帝
、
降
衷
子
下
民
)
」
[
『
書
経
』

湯
詰
H

と
述
べ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
「
そ
の
よ
う
に
さ
せ
る
も

の
が
い
る
、
と
本
当
に
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
(
量
莫
以
局

有
或
使
之
者
哉
)
」
王
安
石
田
(
命
」
の
定
義
は
字
義
ど
お
り
に
読
ん

で
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
比
轍
的
表
現
と
し
て
読
ま
れ
る
べ
き
だ

し
、
そ
の
よ
う
に
読
ま
れ
る
限
り
で
正
し
い
定
義
で
あ
る
。
『
或
間
』

は
こ
の
よ
う
に
論
じ
る
の
で
あ
る
。
朱
烹
の
死
後
に
、
門
弟
察
沈
が
完

成
さ
せ
た
『
書
集
伝
』
の
当
該
箇
所
に
対
す
る
注
釈
に
は
、
『
或
間
』

の
こ
田
よ
う
な
考
え
方
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
「
天
之
降
命
、
而
具
仁

義
諜
智
信
之
理
、
無
所
偏
情
、
所
謂
衷
也
。
人
之
案
命
、
而
得
仁
義
龍

智
信
之
理
、
血
(
心
倶
生
、
所
謂
性
也
。
」
こ
の
注
釈
は
、
お
そ
ら
く
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
天
の
「
命
」
と
は
、

人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
偏
る
こ
と
の
な
い
「
仁
義
雄
智
信
之
理
」

を
「
性
」
と
し
て
賦
与
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
事
態
を
指
し
て
い
る
。

そ
の
事
態
に
つ
い
て
は
、
「
天
が
命
を
降
す
(
天
之
降
命
)
」
と
語
っ
て
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も
い
い
し
、
「
人
が
命
を
菓
け
る
(
人
ウ
」
菓
命
)
」
と
諮
る
こ
と
も
で
き

吻令。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
王
安
石
の
定
義
に
通
じ
る
と
し
て
、
楊
氏
の
斥

け
た
「
天
に
在
つ
て
は
命
で
あ
り
、
人
に
在
っ
て
は
性
で
あ
る
(
在
天

岳
地
命
、
在
人
矯
性
)
」
と
い
う
定
義
も
、
十
分
に
許
容
し
て
い
い
は
ず

で
あ
る
。
そ
の
点
が
、
楊
氏
の
二
点
目
白
誤
り
と
な
る
。
そ
も
そ
も
師

で
あ
る
程
子
(
伊
川
)
が
、
「
在
天
日
命
、
在
人
目
性
」
〔
『
程
子
遺
書
』

巻
二
十
四
1
三
六
条
〕
と
も
語
っ
て
い
た
し
、
楊
氏
自
身
も
、
『
中
庸

輯
略
」
に
収
録
さ
れ
た
「
答
胡
徳
輝
間
〔
四
庫
全
書
『
亀
山
集
』
巻
十

四
、
「
全
宋
文
』
巻
二
六
九
一
〕
で
は
、
程
子
の
そ
の
こ
と
ば
を
引
用

し
て
も
い
る
の
で
あ
る
(
天
命
之
謂
性
、
率
性
之
謂
道
、
性
命
道
三

者
、
一
憧
而
異
名
、
初
無
一
一
致
也
。
故
在
天
日
命
、
在
人
目
性
、
率
性

而
行
巳
道
、
特
所
従
言
之
異
耳
。
)
。
『
或
問
』
が
第
一
段
落
で
「
在
天

在
人
、
雄
有
性
命
之
分
、
而
其
理
則
未
嘗
不
ご
と
述
べ
て
い
た
の

も
、
同
様
の
趣
旨
か
ら
で
あ
っ
た
。

「
天
使
我
有
是
之
謂
命
」
と
い
う
王
安
石
の
定
義
に
対
し
、
『
或
問
』

は
、
楊
氏
と
は
異
な
っ
て
、
そ
れ
を
字
義
ど
お
り
に
で
は
な
く
、
比
轍

的
表
現
と
し
て
読
む
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
正
し
さ
を
認
定
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
『
或
問
』
の
姿
勢
が
、
お
そ
ら
く
、
『
中
庸
章
句
』
冒
頭

で
、
「
命
、
猶
令
也
」
と
い
う
定
義
を
朱
蒸
に
選
択
さ
せ
る
一
因
に
も

な
っ
て
い
る
白
で
あ
る

(30

主(
1
)

『
中
庸
』
第
一
章
の
分
節
に
つ
い
て
は
、
後
出
の
『
中
庸
輯

略
』
の
区
分
に
よ
る
。

(
2
)

四
書
注
釈
に
お
い
て
『
或
問
』
が
果
た
す
役
割
を
朱
惑
が
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
『
四
書
或
問
』
(
「
朱

子
全
書
」
第
陸
珊
)
「
校
勤
説
明
」
四
九
二
四
九
三
頁
に
要

を
得
た
解
説
が
見
ら
れ
る
。

(
3
)

昨
年
刊
行
さ
れ
た
、
木
下
鉄
矢
『
朱
子
学
』
は
、
第
二
章

「
「
性
」
に
つ
い
て
」
で
、
「
天
命
之
謂
性
」
に
対
す
る
両
者
の

記
述
の
差
異
が
何
を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
、
詳
細
に
検
討
し

て
い
る
。
本
稿
の
考
え
方
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
が
、
両

者
の
記
述
の
差
異
を
有
意
な
も
の
と
認
め
た
上
で
、
そ
れ
ら
を

「
性
」
を
め
ぐ
る
理
論
が
定
論
に
至
る
ま
で
の
経
過
的
な
議
論

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
〈
木
下
の
立
論
は
示
唆
に
富
む
。

(
4
)

『
中
庸
輯
略
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
呂
大
臨
の
説
は
、
彼
の

『
中
庸
』
注
釈
の
成
果
で
あ
る
、
『
礼
記
解
』
中
庸
第
三
十
一
と

『
中
庸
解
』
か
ら
引
か
れ
て
い
る
。
『
中
庸
解
』
は
、
『
或
間
』

で
は
「
改
本
」
と
も
称
さ
れ
、
『
礼
記
解
』
中
庸
第
三
十
一
の

改
訂
版
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
中
庸
解
』
は
、
『
程
氏

経
説
』
に
も
巻
八
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
朱
烹
は
、

『
中
庸
解
』
を
呂
大
臨
の
著
作
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
〔
『
朱
子

語
類
』
巻
六
二
|
二
六
条
〕
。
『
中
庸
解
』
の
著
者
に
関
し
て

は
、
『
藍
回
呂
氏
遺
著
輯
校
』
二
一
二
二
頁
を
参
照
さ
れ
た

し

な
お
、
こ
こ
で
引
用
さ
れ
る
町
は
、
『
礼
記
解
』
中
庸
第
三

十
一
の
一
節
で
あ
る
。

(
5
)

実
は
、
朱
烹
も
、
「
中
庸
首
章
説
」
(
「
朱
憲
集
』
巻
六
十
七
〕

を
執
筆
し
た
頃
に
は
、
「
惰
道
之
謂
教
、
克
己
復
曜
、
白
用
工
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夫
也
」
の
よ
う
に
、
「
教
」
に
つ
い
て
程
子
と
大
差
な
い
解
釈

を
し
て
い
る
。

(
6
)

「
中
庸
』
第
二
十
一
章
で
は
、
「
明
ら
か
な
る
よ
り
し
て
誠
な

る
、
之
を
教
と
謂
う
(
自
明
誠
謂
之
教
こ
と
も
述
べ
ら
れ
る
。

そ
れ
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
「
教
」
と
は
「
自
ら
を
修
め
る
」
こ
と

で
あ
る
と
言
っ
て
い
い
よ
う
に
も
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
、
朱
東

は
そ
の
よ
う
に
は
考
え
な
い
。
同
じ
く
「
教
」
が
語
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
「
教
」
の
定
義
を
述
べ
る
「
惰
道
之

謂
教
」
と
、
「
自
ら
を
修
め
る
(
「
教
」
の
修
得
を
通
じ
て
「
誠
」

を
目
ざ
す
ど
こ
と
を
述
べ
て
い
る
「
自
明
誠
謂
之
教
」
と
は

裁
然
と
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
〔
『
朱
子

語
類
』
巻
六
十
二
1
六
九
条
〕
。

(
7
)

『
或
問
』
第
二
段
落
は
、
そ
の
初
め
に
「
率
性
之
謂
道
」
に

関
す
る
程
子
説
の
要
点
を
紹
介
し
て
い
た
。
こ
の
「
此
理
、
天

命
也
。
順
而
循
之
、
則
道
也
。
」
は
、
先
ほ
ど
取
り
あ
げ
た

『
中
庸
纂
疏
』
が
、
そ
の
要
点
に
対
応
す
る
程
子
の
発
言
と
し

て
引
用
し
て
い
た
一
節
で
も
あ
る
。

(
8
)

『
論
語
或
問
』
に
は
、
「
私
の
説
は
つ
ま
ら
な
い
よ
う
だ
が
、

こ
の
条
の
文
意
を
と
ら
え
て
い
る
と
考
え
る
(
愚
説
難
問
、
恐

或
得
其
文
意
也
)
」
〔
巻
八
〕
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(
9
)

呂
氏
の
説
は
、
こ
こ
で
は
執
助
な
批
判
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
が
、
朱
嘉
は
、
呂
大
臨
の
『
中
庸
』
解
釈
に
対
し
て
は
高
い

評
価
を
与
え
て
も
い
る
〔
『
朱
子
語
類
』
巻
六
十
二
二
七
、

二
八
、
二
九
条
〕
。
程
子
の
他
の
門
弟
た
ち
よ
り
も
、
『
中
庸
』

解
釈
の
面
で
評
価
し
て
い
る
分
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
も
細
部

に
ま
で
わ
た
っ
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

(
叩
)
朱
薫
の
論
敵
の
一
人
で
あ
る
葉
適
と
交
友
田
あ
っ
た
衛
提

は
、
『
礼
記
』
関
係
の
諸
説
を
集
成
し
た
『
礼
記
集
説
』
百
六

十
巻
を
、
朱
裏
目
死
語
ま
も
な
い
時
期
に
編
纂
し
て
い
る

(
「
自
序
」
は
、
宝
慶
二
年
(
一
二
二
六
年
)
に
書
か
れ
て
い

る
)
。
「
中
庸
」
部
分
は
、
そ
の
う
ち
の
十
四
巻
を
占
め
る
が
、

そ
れ
ら
は
『
中
庸
輯
略
』
を
基
礎
に
し
て
、
増
補
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
第
一
章
第
一
節
「
天
命
之
謂
性
、
率

性
之
謂
道
、
街
道
之
謂
教
」
に
関
連
し
て
、
楊
氏
が
こ
こ
に
引

い
て
い
る
定
義
申
原
型
と
恩
わ
れ
る
王
安
石
の
説
(
人
受
天
而

生
、
使
我
有
是
之
謂
命
、
命
之
在
我
之
謂
性
)
、
ま
た
、
そ
の

王
安
石
の
定
義
に
言
及
す
る
陸
伺
(
『
宋
元
学
案
』
巻
九
十
八

で
は
「
荊
公
門
人
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
)
の
説
(
陸
佃

は
、
楊
氏
と
同
様
に
、
王
安
右
の
定
義
を
「
天
使
我
有
是
之
謂

命
、
命
之
在
我
之
謂
性
」
と
し
て
言
及
し
て
い
る
)
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
衛
涯
が
増
補
し
た
資
料
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
王
安
石
の
定
義
と
し
て
楊
氏
が
こ
こ
に
引
用
す

る
「
天
使
我
有
固
定
之
謂
命
、
命
之
在
我
之
謂
性
」
は
、
実
は
、

部
落
『
観
物
外
篇
』
下
之
下
〔
『
郁
薙
集
』
一
六
三
頁
]
に
も

同
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
『
礼
記

集
説
』
の
「
中
庸
」
部
分
を
『
中
庸
集
説
』
と
し
て
独
立
さ
せ

て
、
近
年
刊
行
し
た
楊
少
酒
も
指
摘
し
て
い
る
(
十
頁
注

〔1
〕
)
。
『
観
物
外
篇
』
で
は
、
「
天
使
我
有
是
之
謂
命
、
命
之

在
我
之
謂
性
、
性
之
在
物
之
謂
理
」
が
一
条
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
条
に
関
し
て
、
歴
代
の
注
釈
書
を
参
照
し
て
み
る
な
ら
、
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宋
の
張
行
成
に
よ
る
『
皇
極
経
世
観
物
外
篇
街
義
』
巻
九
も
、

元
の
朱
隠
老
に
よ
る
『
皇
極
経
世
書
説
』
下
篇
巻
之
五
も
、
明

の
黄
畿
に
よ
る
『
皇
極
経
世
書
伝
』
巻
七
も
、
清
の
王
植
に
よ

る
『
皇
極
経
世
書
解
』
巻
十
一
も
、
い
ず
れ
も
こ
の
条
を
書
い

た
の
が
部
躍
で
あ
る
こ
と
に
少
し
の
疑
念
も
示
し
て
い
な
い
こ

と
を
確
認
で
き
る
。

ま
っ
た
く
同
一
の
表
現
が
、
な
ぜ
主
安
石
説
と
も
伝
え
ら

れ
、
ま
た
、
郁
薙
の
著
作
中
に
も
見
ら
れ
る
の
か
。
そ
白
問
自

事
情
に
つ
い
て
は
、

A
7
の
と
こ
ろ
解
明
の
手
が
か
り
は
見
あ
た

ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
楊
氏
は
そ
れ
を
王
安
石
説
と
見
な

し
て
そ
の
欠
点
を
批
判
し
、
『
或
問
』
は
そ
の
こ
と
を
前
提
に

楊
氏
を
論
評
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
什
)
「
四
部
叢
刊
」
本
の
『
亀
山
先
生
語
録
』
で
は
、
こ
の
箇
所

•• 

が
「
其
田
使
我
、
正
所
謂
使
然
也
、
然
使
者
可
以
矯
命
乎
」
と

な
っ
て
い
る
。
『
中
庸
輯
略
』
の
テ
キ
ス
ト
の
、
「
其
日
使
我
、

•• 

正
所
謂
使
然
也
、
使
然
者
可
以
属
命
乎
」
の
方
が
、
文
章
の
流

れ
と
し
て
は
自
然
で
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

『
中
庸
輯
略
』
の
テ
キ
ス
ト
に
従
っ
て
読
ん
で
い
く
。

(
m
M
)

木
下
鉄
矢
『
朱
子
|
|
〈
は
た
ら
き
〉
と
〈
つ
と
め
〉
の
哲

学
』
第
H
部
第
一
章
「
「
天
命
之
謂
性
」
の
注
解
を
読
む
ー
ー
ー

『
中
庸
章
句
』
よ
り
」
、
『
朱
蕪
哲
学
の
視
軸
|
|
続
失
宗
再
読
』

第
五
章
「
「
命
」
と
「
帝
」
|
|
朱
某
の
「
天
命
之
謂
性
」
解

釈
」
は
、
こ
の
「
命
、
猶
令
也
」
を
、
董
仲
錦
町
の
「
命
者
、
天

之
令
也
」
、
「
天
令
之
謂
命
」
(
『
漢
書
』
董
仲
智
伝
)
と
い
う
定

義
に
関
係
づ
け
た
上
で
、
「
命
」
と
「
令
」
の
意
味
を
語
用
論
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的
な
視
点
か
ら
丹
念
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
命
、
猶
帝

也
」
理
解
に
新
境
地
を
開
と
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

「
命
」
と
「
令
」
の
基
本
的
な
意
味
が
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ

る
(
『
朱
子
』
一

O
五
!
一

O
六
頁
)
。
「
命
」
と
は
、
「
そ
れ
ぞ

れ
町
役
目
に
あ
る
特
定
の
人
物
に
具
体
的
に
「
こ
れ
こ
れ
せ

よ
」
と
一
図
的
な
指
示
、
命
令
を
行
な
う
こ
と
」
で
あ
り
、

「
令
」
と
は
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
「
天
子
」
や
「
王
」
を
含

め
、
何
が
行
な
わ
れ
る
べ
き
か
、
「
天
子
」
や
「
王
」
が
誰
に

何
を
「
命
ず
る
」
の
か
、
に
つ
い
て
の
「
き
ま
り
」
「
し
き
た

り
」
を
云
う
」
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
「
律
令
」
「
法
令
」
の

「A
Y
」
に
通
じ
る
。
」
こ
の
よ
う
な
指
摘
に
は
、
実
は
、
先
例
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
。
『
中
庸
章
句
』
の
「
命
、
猶
令
也
」
と

い
う
定
義
が
、
董
仲
許
の
「
天
令
之
謂
命
」
と
い
う
定
義
を
ふ

ま
え
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
「
命
」
と
「
A
V
」
の
意
味

上
の
差
異
を
前
提
に
し
な
が
ら
、
「
天
命
之
謂
性
」
を
解
釈
し

よ
う
と
す
る
、
主
夫
之
の
試
み
で
あ
る
[
『
読
四
書
大
全
説
巻

二
』
〕
。
参
考
ま
で
に
、
原
文
を
引
用
し
て
み
よ
う
。
「
董
仲
箭

針
策
有
云
、
天
令
之
謂
命
、
朱
子
語
本
於
此
。
以
賓
求
之
、
董

語
尤
精
。
令
者
、
天
自
行
其
政
令
、
如
月

A
?
軍
令
之
謂
、
初

不
因
命
此
人
此
物
而
設
、
然
而
人
受
之
以
矯
命
突
。
」

な
お
、
『
礼
記
集
説
』
に
引
か
れ
た
、
「
天
命
之
謂
性
」
に
関

す
る
司
馬
光
の
説
の
中
に
も
、
「
命
者
、
令
也
』
と
い
う
定
義

が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
定
義
の
強
き
を
中
和
す
る
か
の

よ
う
に
、
そ
の
後
に
は
、
「
天
は
何
も
言
わ
ず
、
無
私
な
る
害

在
で
あ
る
か
ら
、
天
が
実
際
に
命
令
し
て
、
人
に
性
を
賦
与
す
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る
わ
け
で
は
な
い
(
天
不
言
而
無
私
、
宣
有
命
令
付
輿
人
哉
)
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
く
。
陰
陽
五
行
の
働
き
の
結
果
と
し
て
、
人

は
、
「
五
行
の
秀
気
」
を
得
て
、
仁
義
礼
智
信
の
「
五
常
の
性
」

を
生
ま
れ
な
が
ら
に
賦
与
さ
れ
、
生
ま
れ
て
く
る
、
た
だ
し
、

人
々
の
聞
に
は
、
「
五
常
の
性
」
の
実
現
に
関
し
て
、
や
は
り

生
ま
れ
な
が
ら
に
個
人
的
な
偏
差
が
存
在
す
る
、
司
馬
光
は
、

こ
の
両
面
を
含
め
て
「
天
命
之
謂
性
」
を
解
釈
し
て
い
る
。
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